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	Acrobat: 
	School Name: 私立　愛光高等学校
	Year 1: [3]
	Year 3: [--]
	Year 2: [--]
	Kanji 2: 
	Kana 2: 
	Kanji 1: 香川　実華
	Kana 1: かがわ　みか
	Kanji 3: 
	Kana 3: 
	Title: ともだちとすごす　いちにち
	TT 2: 「ちょっと　きつねさんちに　いってみよう！」あらいぐまは　おもいつきました。
「きつねさんは　にわとりを　かっていて、いつでも　たまごが　あるからね」

きつねは　いえで　せっせと　さぎょうを　しています。
「なに　しているの？」あらいぐまが　たずねます。
「ここから　あまもり　するの。だから　やねを　なおさないと　いけないんだ。でも、なかなか　てが　とどかなくて」きつねは　こたえます。
「それなら、あなぐまさんちに　いってみようよ。あそこは　なんでもあるから、はしごだって　きっと　あるさ」
	TT 3: ふたりで　あなぐまの　いえに　しゅっぱつです。
あらいぐまは　おもいました。「きつねさんと　いっしょに　おさんぽが　できて、とっても　すてき！」

あなぐまは　う～んう～んと　くびをひねりながら、クロスワードパズルを　かんがえていました。
「はちみつをつくる　よんもじの　むしって、なんだろう？」　あなぐまは　たずねました。
「はちみつのことなら、くまさんに　きかなくちゃ。さあ、いっしょに　くまさんちに　いってみよう！」きつねが　いいました。

	TT 4: あらいぐま、きつね、あなぐまの　さんにんは、のはらを　ずんずんすすんで、くまのすむ　もりへと　むかいます。

すると、とちゅうで　きいちごの　しげみを　みつけました。
きつねは　おもいました。「あなぐまさん、あらいぐまさんと　いっしょに　ピクニックができて、とっても　すてき！」

くまの　いえは　からっぽでした。でも　ちょうど　からすが　とんできて、
「くまさんは　かわに　いったよ！」と　おしえてくれました。

	TT 5: あらいぐま、きつね、あなぐま、からすの　よにんは、かわのほうへ　むかいます。
あなぐまは　おもいました。「あらいぐまさん、きつねさん、からすさんと　いっしょに　がけのぼりの　ぼうけんができて、とっても　すてき！」　

よにんは　かわぎしで　つりを　している　くまを　みつけました。


	TT 6: みんなが　やってきて、くまは　おおよろこび。　
「びっくりしちゃった！」と　おおごえを　あげました。

「なにか　かかった？」きつねが　たずねます。
「まだなの」くまは　こたえます。

「なにを　つっているの？」あらいぐまが　たずねます。
「スズキだよ」くまは　こたえます。

「えさは、くるくるまわる　さかな？　きらきらひかる　さかな？　ゆらゆらゆれる　さかな？」からすが　たずねます。
「くねくねまがる　ミミズだよ」くまは　こたえます。「でも、まだ　いっぴきも　かからなくて」
	TT 7: みんなで　しばらく　つれるのを　まちました。
からすは　おもいました。「あらいぐまさん、あなぐまさん、きつねさん、くまさんと　いっしょに　つりができて、とっても　すてき！」
みんなで　ずっと　ずっと　まちました。
でも、さかなは　くいつきません。

「ちがう　えさに　してみたら？　きいちごなんか　いいんじゃない？」あなぐまが　ていあんすると、
「とんでもない！つりは、じっ～と　がまんして　まつことが　だいじなのよ」くまが　いいます。　
あなぐまは　つりのことを　ぜんぜん　わかっていないみたい。
	TT 8: あなぐまは　つりのことは　ちっとも　わかりませんし、きつねは　まちきれません。

「わたしが、てで　さかなを　とってきてあげるわ。すぐに　もどってくるから！」　
きつねは　そうさけぶと、
かわに　ぴょーんと　とびこみました。


	TT 9: きつねは　いっしょうけんめい　がんばりましたが、それでも　いっぴきも　つかまりません。

でも、みずは　とっても　きもちよさそう。みていた　あらいぐま、あなぐま、からすも、たまらず　ぴょん　ぴょん　ぴょーん　と　とびこみました。さいごに　くまも。
あぁ、みずって　やっぱり　きもちいい。

くまは　おもいました。「あらいぐまさん、きつねさん、あなぐまさん、からすさんと　いっしょに　およげて、とっても　すてき！」
	TT 10: そのあと、みんなで　あたたかい　たいように　あたって
けがわや　はねを　かわかします。

そして　みんなでいっしょに　とってもむずかしい　クロスワードパズルを　ときました。

そろそろ　おひさまが　かたむいて　きました。　みんな　おうちに　かえろうかな。
でも、そのまえに　やっておきたいこと、まだ　あったよね。

	TT 11: あなぐまの　はしごを　かりて……
	TT 12: きつねの　いえの　やねを　なおして……

それから、たまごを　なんこか　いただきます。

	TT 13: いよいよ　みんなで　あらいぐまの　いえで　りんごケーキを　やきます。
ひとつは　きつねと　あらいぐまと　あなぐまと　からすに。　もうひとつは　くまに。
だって　くまは　たくさん　たべますから。

なんて　すてきな　ゆうぐれの　ひとときでしょう。
なんて　すてきな　すばらしい　いちにちでしょう！

	TT 1: あらいぐまが　います。
たいくつしているみたい。

おもしろい　ほんを　よんだり、ちょっと　からだを　うごかしたりするのも　いいよね。
それでも　つまらないときや、もやもやしたときは、りんごケーキを　やくのが　いちばん。
そうしよう　と　あらいぐまは　きめました。でも、たまごが　ありません。


	Comment 2: 　タイトルの訳です。タイトルと本文中の両方に出てくる「Perfect」という言葉を訳すにはどうすればよいか、とても悩みました。タイトルは、簡潔で分かりやすく、読んでみたくなるようなものにしたいと思いました。また、本文中のPerfectは、子どもと一緒に何度も言えるように、言いやすく親しみやすい言葉がよいと思いました。Perfectは直訳すると「完璧」ですが、少し硬い感じがしたし、「最高」にすると唐突な感じがしました。悩んだ末、自然でやさしい感じに聞こえる「とってもすてき」と訳すことにしました。
　問題はタイトルでした。「友達とすごす　とってもすてきな一日」としてはどうかと考えました。しかし、絵本タイトルとしては長すぎで、情報量が多すぎて読みにくく、ピントがぼやけているように感じました。それに、英語「Perfect　Wonderful」の日本語訳は、どれもニュアンスも原文と異なりました。色々試しましたが、すっきりするタイトル訳は見つかりませんでした。
　そこで考えたのが、原作のドイツ語の絵本のタイトルはどうなっているだろうか、ということでした。そして、原作のドイツの絵本を調べました。すると、ドイツ語の原作タイトルは、「Ein Tag mit Freunden」だということが分かりました。「Ein（＝１）」「Tag（＝日）」「mit（＝と）」「Freunden（＝友達）」という意味です。つまり、「perfect wonderful」の部分は原作タイトルにはもともと無く、イギリス人の女性翻訳者Melody Shawさんが付け加えた言葉でした。きっと、Shawさんは、本文の最後などにも使われていた素敵な言葉をタイトルにも使いたいと思ったのでしょう。でも、タイトルを原作者Philip Waechterさんの原文に忠実に訳すと、「perfect wonderful」の部分は不要ということになります。
　「友達と過ごす一日」……これならば、短くすっきりとして、日本の絵本タイトルとしてふさわしいと思いました。私の中で、やっと腑に落ちました。
　このコンクールが、もし、いただいた英文を正確に和訳する課題だとしたら、タイトル訳としては内容不足と言われるでしょう。でも、しっくりこない長すぎるタイトルに悩み、原作に立ち戻って考えた末に、このように短くしたという理由を理解していただければ幸いです。
	Comment 1: ●小さい子どもでも分かるように、難しい言葉をなるべく使わずに、自然な分かりやすい文になるように心がけました。
●読んでいて、友だちの素敵さやみんなで一緒に何かをすることの楽しさを感じられるように、あたたかな感じが醸し出されるように心がけました。
●リズム感を出せるように、工夫しました。たとえば、徐々に人数が増えて、似たようなフレーズが何度も出てきていました。子どもは繰り返しが大好きなので、その繰り返しを子ども達と一緒にいいながら楽しめるように、同じような節・リズムで訳すように、工夫しました。最後の２行もです。
●「ハチミツをつくる昆虫」は、英語では3文字の「bee」ですが、日本語では4文字の「ミツバチ」なので、その部分は、日本の子どもが読んでいて分かるように日本語版に数を３から４に変えて訳しました。
●主人公の「Raccoon」は、あらいぐま、ラクーン、たぬきと訳すことができました。本文中にきつねも登場し、たぬきの方が日本人の子どもには親しみやすくて語呂もよく、「あらい＜ぐま＞」だと、「あな＜ぐま＞」「＜くま＞」など本文中の別の登場人物と紛らわしくなるので、「たぬき」の方が区別がついて良いかなと最初は思いました。しかし、図鑑で調べたところ、あらいぐまはしっぽが白黒の縞になっているのに対して、たぬきは縞になっていない、と分かりました。原作の絵は、どのページも明らかにしっぽが白黒の縞になっていたため、あらいぐまです。あらいぐまという名は、なじみがあり、子どもにも分ります。そこで、原画に正確な動物名の方がふさわしいと判断して、「あらいぐま」と訳すことにしました。
●登場人物は、英語ではHe, Sheと性別が分かれていましたが、ここでは男女差を明確に訳すことが大切ではなく、またジェンダーフリーの叫ばれる時代なので、区別せず、みんな話し言葉は「～さん」としました。また本文中の説明文は、簡潔で読みやすい方がよいと思い、「さん」は使わず、動物名だけにしました。全て「～さん」を除く方法もありましたが、話し言葉は「～さん」と呼称をつけた方が、優しい感じがして、より実際の会話に近いと感じたので、そうしました。数え方も、匹だとカラスが羽となり、統一感が出ないこともあり、〇人としました。
●魚の名前「Perch」は、日本語でも「パーチ」と辞書にはあったのですが、ピンときませんでした。でも、良く調べるとスズキ目の魚のことをいうと分かったので、日本の子どもにも分かり、親しみのある魚「スズキ」と訳すことにしました。
●「blackberry bush」は、直訳すると「ブラックベリーの茂み」となりますが、日本の幼児には親しみにくいと感じました。Blackberryを図鑑で調べると「バラ科キイチゴ属の低木植物」と記載されていました。「ブラックベリー」と訳すこともできますが、私たち日本人には馴染みがなく、子どももよく分からないと思ったので、日本人に親しみやすい「きいちご」と訳すことにしました。「茂み」は、「木」あるいは「低木」と訳した方が、幼児には分かりやすいと思いましたが、原画を見ると「木」には見えないので、「茂み」いう言葉を選びました。
●「spinner」、「blinker」、「wobbler」、「worm」は、釣り用語で「スピナー」、「ブリンカー」、「ウォブラー」、「ワーム」と辞書には書いてあったのですが、その訳ではどんなものか、私も全く分かりませんし、子どもにも伝わらないと思いました。そこで、それぞれの意味や形状をよく調べたり、釣り名人に確認したりしました。そしてようやく、それぞれ「spinner＝水中で回って、魚を引き付ける餌」、「Blinker=光を出して魚を引き付ける餌」、「Wobbler＝水中で揺れて魚を引き付ける餌」、「Worm＝ミミズのような餌」だと分かりました。それらをもとに、分かりやすい擬態語を考えて、「クルクル回る餌」「キラキラ光る餌」「ユラユラ揺れる餌」「クネクネ曲がる餌」という訳を編み出しました。「worm」はミミズと訳すと、子どもにもよく分かるので、「ミミズ」という言葉を入れた訳を選びました。
●絵本翻訳コンクールのアップされているポイントや過去の講評動画を一通り拝聴し、注意点を確認して、再度校正しなおしました。正確に、そして作者の意図を解して訳せているか確認しました。オノマトペも使いたかったし、伝えたいことが沢山あったので、訳文を短い言葉にするところが、難しかったです。
	Comment 3: 　小さい子どもにも分かる言葉に直すのは、とても難しかったです。また、微妙なニュアンスをどのように日本語に直すのか、色々悩み、何度も書き換えました。
　私は、小さい頃、「はらぺこあおむし」の絵本が大好きで、暗唱して歌っていました。その原文と和訳も見合わせて、工夫点を考えました。「はらぺこ」「ちっぽけな」「ぽんと（うまれました）」「（おなかは）ぺこぺこ」「ペロペロ（キャンディ）」など、赤ちゃん言葉やオノマトペがたくさん使われていて、親しみやすく、分かりやすい言葉になっていることに気づきました。そこで、私もそれをまねて、「うんうんと（かんがえました）」「ぴょーんと（とびこみました）」など、オノマトペを訳の中に取り入れてみました。
　絵本を何度も読みながら、読むたびに私もやさしい気持ちになれました。困っている登場人物たちが、皆で仲よく協力し合いながら、問題を解決していく姿が印象的でした。この絵本を読む子どもたちは、知らず知らずのうちに、そういったあたたかい心に触れ、友情や協力についても学ぶのだろうと思いました。
　世界中には、まだ日本では読まれていない、たくさんの素敵な外国の絵本があると思います。私は英語が得意で、英検準１級とTOFEL ibt 93点をとっています。さらにスキルアップして、海外の絵本を子どもと共に楽しんだり、日本の素敵な絵本を海外にも紹介したりしたいなと思いました。
////////////////////////
裏表紙の訳（不要とありましたが、せっかくなので訳しました）

たいくつしていた　あらいぐま、　
りんごのケーキを　やくことに。
たまごがないので、ともだちの
きつねのいえを　たずねます。

きつねは　やねを　なおしてて、
はしごが　いるけど　ないんだよ。
あなぐまならば、もってるさ！
いっしょに　かりに　でかけよう。

「きつねさんと　おさんぽできて、とっても　すてき！」あらいぐまは　おもいます。　

きつねとの　おさんぽが、あなぐまとの　ピクニックになって、
からすとの　がけのぼりの　ぼうけんになって……

さいこうの　いちにちに　なりました。ーとっても　すてきな　すばらしい　いちにちに！―
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